








































　方法は，2016 年 11 月 29 日に医学中央雑誌で「就労　ソーシャルスキルトレーニング」「就労　社会
生活技能訓練」をキーワードに文献検索を行い，最終的に 12 論文が抽出された．まず，就労の SST は









































































































掲載年 著者名 論文名 掲載雑誌
1992 熊谷 直樹，他 精神分裂病圏患者の職業リハビリテーション 生活技能訓練の技法を用いた就労準備グループ 集団精神療法
2005 松橋 京子，他 精神科デイケアに SST を導入しての変化 日本精神科看護学会誌
2007 菊池 美智子，他 就労準備デイケアにおける問題解決技法を用いたプログラムの実践　精神障害者グループと社会的ひきこもりグループを対象として 愛知県立看護大学紀要
2009 広野 志代，他 就労継続に「個人 SST」を使用した訪問看護のかかわり 日本精神科看護学会誌
2010 小松 洋平，他
対人関係技能自信チェックリストの作成と受刑者に対する就労支援指




2011 佐々木 敦，他 自衛隊札幌病院における社会生活技能訓練導入の試み　( 第 4 報 ) 自衛隊札幌病院研究年報
2011 石津 乃宣，他 知的障害特別支援学校高等部での進路学習におけるソーシャルスキル・トレーニングの効果の検討 特殊教育学研究
2012 池田 浩之，他 精神障害者の就労支援における認知行動療法の効果の検討　SST および心理教育を中心に用いて 行動療法研究
2013 佐々木 敦，他 自衛隊札幌病院における社会生活技能訓練導入の試み ( 第 5 報 ) 自衛隊札幌病院研究年報
2013 山本 真也，他 高機能広汎性発達障害者に対する就労に関するソーシャルスキルの形成における SST とシミュレーション訓練の効果の検討 特殊教育学研究
2013 雨宮 傑，他 某施設内歯科外来における精神障害者の雇用・就労支援の取り組み 障害者歯科
2013 大野 宏明，他 認知機能リハビリテーションと SST を併用した個人作業療法により統合失調症の記憶障害が改善した一症例 作業療法
表2　就労のSSTの対象と実践場所
著者 年代 対象 実践場所
熊谷 直樹，他 1992 精神分裂病 精神科デイケア
松橋 京子，他 2005 ヒステリー，統合失調症 精神科デイケア
菊池 美智子，他 2007 精神障害，社会的ひきこもり 精神科デイケア
広野 志代，他 2009 統合失調症 訪問看護
小松 洋平，他 2010 受刑者 刑務所
石津 乃宣，他 2011 知的障害，自閉症 特別支援学校高等部
佐々木 敦，他 2012 気分障害，適応障害，広汎性発達障害，その他 病院
池田 浩之，他 2012 うつ，躁うつ，統合失調症，身体表現性障害，広汎性発達障害 就労移行支援事業所
佐々木 敦，他 2013 不安障害・アスペルガー障害，社会恐怖 病院
山本 真也，他 2013 高機能広汎性発達障害 社会福祉法人
雨宮 傑，他 2013 統合失調症 病院
大野 宏明，他 2013 統合失調症 精神科デイケア






















著者名 年代 単独・併用 回数・頻度，実施時間 SST の方法
熊谷 直樹，他 1992 単独：精神科デイケア 1 回 / 週 基本訓練モデル ( ビデオフィードバックあり )
松橋 京子，他 2005 単独：精神科デイケア 1 回 / 週，3 ヶ月 1 クールを継続 記載なし
菊池 美智子，他 2007 併用：プログラムの一部・精神科デイケア 全 12 回中 SST は 8 回
問題解決技法 ( 実施後にロール
プレイあり
広野 志代，他 2009 併用：プロセスレコード 4 回 /2 ヶ月，1 時間 / 回 個人 SST( 役割交代あり )
小松 洋平，他 2010 単独 4 セッション 1 クール，1 時間 /セッション
基本訓練モデル，問題解決技法
( 場面カード使用 )
佐々木 敦，他 2011 単独 6 回 1 クールを継続 基本訓練モデル
石津 乃宣，他 2011 単独 1 回 / 週，計 5 回 ステップ・バイ・ステップ方式
池田 浩之，他 2012 併用：プログラムの一部( 心理教育 ) 全 12 回中 SST は 5 回，1 時間 / 回
ワークシステム・サポートプロ
グラムの JST の流れを参考
佐々木 敦，他 2013 単独 6 回 1 クールを継続 基本訓練モデル
山本 真也，他 2013 併用：シミュレーション訓練 1 ～ 2 回 / 週，計 10 回，40 分 / 回 ステップ・バイ・ステップ方式





個人 SST：3 ～ 4 回 / 週，30 ～ 60




時期 著者名 年代 課題・スキル
就労準備
松橋 京子，他 2005 デイケアメンバー・スタッフとの挨拶・会話，職親先の従業員に話しかける
菊池 美智子，他 2007 履歴書の書き方，面接で聞かれたら困ること
小松 洋平，他 2010 就職初日での自己紹介，昔の悪い仲間に誘われたときに断わる，就職面接のアポイントをとる，客からのクレームに謝る，上司に相談する
石津 乃宣，他 2011 朝会ったときのあいさつ，遅刻したときに謝る，手順が分からない時に質問する，つらい時に休憩を申し出る，複数の指示が出た時に断わる
池田 浩之，他 2012 相手の話をよく聞く，相手に話しかける，報告する，断る，面接の受け方
山本 真也，他 2013 正しい姿勢・おじぎの仕方，メモを取る，感謝の仕方，断り方，聞くときの態度，わからない時の質問の仕方，客人が来たときの対応の仕方
大野 宏明，他 2013 OTR と日記を基に会話，デイケアメンバーとの会話
就労準備・適応 熊谷 直樹，他 1992 求職面接での応対，病気の説明の仕方，企業面接の応答，職場での初日挨拶，指示の受け方，職場での質問，退社時の挨拶，初日の持ち物確認
就労継続
広野 志代，他 2009 頼まれた仕事を上手に断る，
雨宮 傑，他 2013 患者への挨拶，待っている患者への声掛け，患者の口腔内の刷掃・清拭の実施，終了時の言葉
復職支援
佐々木 敦，他 2011 記載なし












































著者名 年代 効果指標 効果 転帰
熊谷 直樹，他 1992 記述 4 ヶ月後に障害開示で雇用 就労・継続
松橋 京子，他 2005 記述
1 名は 1 年以上経過後，週 1 回
就労訓練を開始，1 名はデイケ
ア内での行動が変化
1 名就労訓練 ( 職親 ) へ
菊池 美智子，他 2007 記載なし 記載なし 記載なし
広野 志代，他 2009 記述 職場で断ることができた 就労継続
小松 洋平，他 2010 対人場面における自信チェックリスト
各対人場面に対処する自信質問
項目が全て向上 記載なし
佐々木 敦，他 2011 KiSS-18















佐々木 敦，他 2013 KiSS-18 2 名とも KiSS-18 の値が上昇 復職に至らなかった
山本 真也，他 2013 標的行動の評価 評価得点が急上昇 記載なし
雨宮 傑，他 2013 記述 記載なし 2 年 2 ヶ月雇用継続
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95我が国における就労支援に関するSSTの現状と効果，その課題
Current Status, Effects and Challenges of SST for Support 
for Starting Work in Japan:
A Review of the Literature
OHKAWA Hiroko and HONDA Toshinori
Abstract: We performed a literature review in order to assess the actual situation of SST (Social Skills Training) practice 
and its effect on employment support in Japan and discussed issues associated with SST practice in employment support. 
We first searched the literature using “employment, social skill training” and “employment, social skill training (in 
kanji)” as keywords in Igaku Chuo Zasshi (ICHUSHI) on November 29, 2016, and eventually extracted 12 articles. The 
SST for employment is often practiced at hospitals and psychiatric day care services. The scale used for the effect index 
was KiSS-18 in 3 articles; it was mostly about social skills and personal relations. Meanwhile, SST had been practiced 
in preparation for employment in 7 articles, and its management method varied greatly. In addition, SST was effective 
in improvement of performance index in 7 articles, employment outcomes were reported in 6 articles, and SST resulted 
in employment or continuation of employment in 3 articles. These results suggest that SST in employment support is 
often practiced at medical institutions to prepare for employment, and its main purpose is improvement of social skills. 
However, further investigations will be necessary to reveal associations between SST and its management method or 
employment outcomes, which have still not been clariﬁed.
Keywords: vocational rehabilitation, SST
